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衆

議

院

議

長

大

島

理

森

殿

衆
議
院
議
員
山
井
和
則
君
提
出
働
き
方
改
革
法
案
に
対
す
る
附
帯
決
議
を
踏
ま
え
た
労
働
政
策
審
議
会
で
の
議
論
と
、
深
刻

な
過
労
死
の
現
状
の
把
握
等
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
山
井
和
則
君
提
出
働
き
方
改
革
法
案
に
対
す
る
附
帯
決
議
を
踏
ま
え
た
労
働
政
策
審
議
会
で
の
議
論
と
、

深
刻
な
過
労
死
の
現
状
の
把
握
等
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
及
び
二
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
附
帯
決
議
の
趣
旨
を
十
分
尊
重
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
法
令
改
正
が
必
要
な
事
項

に
つ
い
て
は
、
労
働
政
策
審
議
会
に
お
い
て
議
論
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
お
り
、
附
帯
決
議
に
盛
り
込
ま
れ
た
事
項
の

う
ち
、
必
要
な
も
の
に
つ
い
て
は
労
働
政
策
審
議
会
に
お
い
て
議
論
し
て
い
た
だ
く
べ
く
、
検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

な
お
、
御
指
摘
の
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
に
係
る
法
令
改
正
に
つ
い
て
は
、
労
働
政
策
審
議
会
に
お
い
て
議
論

し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

三
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
過
去
五
年
の
裁
量
労
働
制
が
違
法
に
適
用
さ
れ
て
い
た
過
労
死
の
件
数
を
年
度
ご
と
に
調
べ
、
公
表
」
す
る

具
体
的
な
時
期
に
つ
い
て
は
現
在
検
討
中
で
あ
る
た
め
、
現
時
点
で
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
ま
た
、
お
尋
ね
の

「
違
法
に
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
が
適
用
さ
れ
て
い
た
労
働
者
が
過
労
死
し
た
件
数
も
、
年
度
ご
と
に
公
表
」
す

一



る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
労
働
者
が
、
脳
・
心
臓
疾
患
又
は
精
神
障
害
を
発
症
し
た
と
き
に
、
い
わ
ゆ
る
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ

ョ
ナ
ル
制
度
の
要
件
を
満
た
し
て
い
た
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
制
度
の
対
象
労
働
者
で
あ
る
も
の
と
し
て
働
い
て
い

た
か
ど
う
か
と
い
う
観
点
で
集
計
し
、
公
表
す
る
方
向
で
検
討
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

四
に
つ
い
て

平
成
二
十
九
年
度
に
お
い
て
、
労
働
基
準
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
四
十
九
号
）
第
四
十
一
条
第
二
号
に
規
定
す
る
監

督
又
は
管
理
の
地
位
に
あ
る
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
労
働
基
準
監
督
署
が
把
握
し
た
労
働
者
が
、
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
（
昭

和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
号
）
に
基
づ
き
、
脳
・
心
臓
疾
患
に
起
因
す
る
死
亡
と
し
て
認
定
さ
れ
た
件
数
は
十
二
件
で
あ
り
、

精
神
障
害
に
起
因
す
る
自
殺
（
未
遂
を
含
む
。
）
と
し
て
認
定
さ
れ
た
件
数
は
十
一
件
で
あ
る
。

五
に
つ
い
て

個
別
の
過
労
死
等
事
案
に
お
け
る
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
に
基
づ
く
補
償
に
関
す
る
情
報
に
つ
い
て
は
、
当
該
情
報
を

匿
名
化
し
た
と
し
て
も
、
他
の
情
報
と
照
合
す
る
こ
と
に
よ
り
同
法
に
基
づ
く
保
険
給
付
の
請
求
を
行
っ
た
者
が
特
定
さ
れ

る
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、
個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
公
表
し
な
い
こ
と
と
し
て
い
る
。

六
及
び
七
に
つ
い
て

二



お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
仮
定
の
質
問
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。

八
に
つ
い
て

平
成
二
十
九
年
度
に
お
い
て
、
日
本
標
準
職
業
分
類
の
中
分
類
で
教
員
に
分
類
さ
れ
る
労
働
者
が
、
労
働
者
災
害
補
償
保

険
法
に
基
づ
き
、
脳
・
心
臓
疾
患
に
起
因
す
る
死
亡
と
し
て
認
定
さ
れ
た
件
数
は
一
件
で
あ
り
、
精
神
障
害
に
起
因
す
る
自

殺
（
未
遂
を
含
む
。
）
と
し
て
認
定
さ
れ
た
件
数
は
零
件
で
あ
る
。

ま
た
、
平
成
二
十
九
年
度
に
お
い
て
、
地
方
公
務
員
の
教
職
員
が
、
地
方
公
務
員
災
害
補
償
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第

百
二
十
一
号
）
に
基
づ
き
、
脳
・
心
臓
疾
患
に
起
因
す
る
死
亡
又
は
精
神
障
害
に
起
因
す
る
自
殺
に
よ
る
死
亡
と
し
て
認
定

さ
れ
た
件
数
は
、
地
方
公
務
員
災
害
補
償
基
金
に
お
い
て
平
成
三
十
一
年
二
月
の
公
表
に
向
け
取
り
ま
と
め
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
現
時
点
で
は
把
握
し
て
い
な
い
。
な
お
、
平
成
二
十
八
年
度
に
地
方
公
務
員
災
害
補
償
基
金
に
お
い
て
、

脳
・
心
臓
疾
患
に
起
因
す
る
死
亡
と
し
て
認
定
さ
れ
た
件
数
は
三
件
で
あ
り
、
精
神
障
害
に
起
因
す
る
自
殺
に
よ
る
死
亡
と

し
て
認
定
さ
れ
た
件
数
は
三
件
で
あ
る
。

三


